
町村役場の職員の方がいらしているんで

すけれども、先ほどお二方のお話の中に

もありましたけれども、自治体としての

役割や体制づくりについて、具体的なア

ドバイスを何かいただければと思います。

【国崎】　　私は、様々な自治体で防災ア

ドバイザーをしています。一番意識して

いるのが、危機管理課の災害対応力強化

ではなくて、全職員の意識改革に大体３

年かけるんですね。私を防災アドバイザー

として契約してくださったら、最低３年

でも契約していただかないと職員の意識

改革はできませんということを言ってい

て、３年の間に全職員に防災要員である

という意識を持ってもらいます。各課の

災害対策強化を高めていくということが

大事だなと思います。

　それから、もう一つは、受援計画ですね。

やっぱり寝泊まりする場所をしっかり確

保していく。いろんなところから応援が

来るので、大体、１日に 100 名、応援職

員が来るという前提で、彼らの泊まる場

所をどうするのかということを具体的に

考える必要があるかなと思います。そう

いった細かいところを一つ一つ検証した

らいいんじゃないかなと思います。

【木原】　　防災士になってから思ったこ

とで、やっぱり防災士がけがしたらしゃ

れにならないということですよね。もち

ろん行政の方も結局、大きな災害が起き

たときには、同じ被災者になってしまう。

自分が動けなくなったら、人を助けるど

ころではない。もちろん家族がけがをす

る状況で、人のことを心配するというの

はなかなかつらいことですから、そうい

う意味では、まず自助が防災士の基本で

す。家族が安全で、災害を乗り切る。も

ちろん家が無事で。家が無事なら、避難

所に行かなくて済みますからね。そのま

までいいわけですから、一番最初はやっ

ぱり自分がけがをしない。そうしないと、

人のために働けないですね。それが大事

だと思って。

　やっぱり何かの機会に、新しい防災意

識を高めたりして、そうやって皆さんが

けがをしないということ、死なないとい

うことが大事なので。それをみんな徹底

する。それは先ほど国崎先生がお話になっ

たように、住宅の耐震性ですとか、そう

いうものをちゃんと担保するということ

で、それができないんだったら、次は何

ができるかということですね。10 秒以内

に飛び出すということも、一つの選択肢

がありますし、あるいは潰れてきても絶

対に壊れないと言われているシェルター

の商品が出ていますから。人間というの

は寝ている間が一番無防備なので、ベッ

ドだけでもシェルター式にして、寝てい

る間に家が潰れても、その中にいれば安

全というような方策を取るとか。

【国崎】　　そのシェルターに助成制度が

ついている自治体もありますよね。ぜひ

調べていただきたいなと思います。押し

入れをシェルター型にして、そこに逃げ

込めば安全だとか、今、木原さんがおっ

しゃった耐震ベッドシェルターとか、い

ろいろあります。

【司会】　　ベッドシェルターは初めて

伺ったので、ありがとうございます。

　まだまだお伺いしたいところですが、

お時間が来てしまいました。

　まず今日からできること、いろいろお

話いただきましたが、今日、家に帰って、






















